
水道事業の現状と課題
（国、大阪府域、高槻市）
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水道事業の現状と課題

「導管及びその他の工作物により、
水を人の飲用に適する水として
供給する施設の総体」
（水道法第３条）

「水道」とは
導管＝水道管

その他の工作物＝浄水場など
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「水道事業」とは

出展：厚生労働省「水道法の一部を改正する法律について」資料より抜粋 3

水道事業の現状と課題



「水道法」の目的（改正前）

水道法第１条
「この法律は、水道の布設及び管理を適正かつ合
理的ならしめるとともに、水道を計画的に整備し、
及び水道事業を保護育成することによつて、清浄に
して豊富低廉な水の供給を図り、もつて公衆衛生の
向上と生活環境の改善とに寄与することを目的とす
る」

きれいで安全 いつでも使える 安価な
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水道事業の現状と課題



「水道法」の目的（改正後（令和元年10月1日施行予定））

水道法第１条
「この法律は、水道の布設及び管理を適正かつ合
理的ならしめるとともに、水道の基盤を強化するこ
とによって、清浄にして豊富低廉な水の供給を図
り、もつて公衆衛生の向上と生活環境の改善とに寄
与することを目的とする」

きれいで安全 いつでも使える 安価な
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水道事業の現状と課題



水道料金を

いただく

水道料金を

いただく

水道を整備

維持する

水道を整備

維持する

水道水を

提供する

水道水を

提供する

水道事業経営の仕組み
税金ではなく原則、水道料金収入
のみで経営（独立採算）

水道事業経営のしくみ
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（参考）平成30年度市民アンケートによる理解率…28.6%

水道事業の現状と課題



出展：厚生労働省「平成30年度全国水道関係担当者会議」資料より抜粋

全国的な課題（更新需要の増加と料金収入の減少）
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水道事業の現状と課題（国）



有収水量（料金収入となる水量）の実績と将来推計

出展：厚生労働省「平成30年度全国水道関係担当者会議」資料より抜粋 8

水道事業の現状と課題（国）



出展：厚生労働省「平成30年度全国水道関係担当者会議」資料より抜粋 9

水道事業の現状と課題（国）



出展：厚生労働省「平成30年度全国水道関係担当者会議」資料より抜粋 10

水道事業の現状と課題（国）



東日本大震災（平成23年）による水道施設の被害

出展：厚生労働省、日本水道協会「東日本大震災水道施設被害等現地調査団報告書」より抜粋
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↑水道管の破損

↑配水池の倒壊 ↑取水ポンプ室の崩落

水道事業の現状と課題（国）



熊本地震（平成28年）による水道施設の被害

出展：厚生労働省「熊本地震水道施設被害等現地調査団報告書」より抜粋
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↑地震による水道管の抜け

↑空気弁の破損

↑取水井の損傷

水道事業の現状と課題（国）



出展：厚生労働省「平成30年度全国水道関係担当者会議」資料より抜粋 13

（参考）高槻市
平成28年度：102人

水道事業の現状と課題（国）



出展：大阪府市水道チーム「大阪府域水道の最適化検討について（中間報告）」より抜粋

大阪府域における水道の現状と課題
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水道事業の現状と課題（大阪府域）



大阪府域の水道基幹管路の耐震適合率

出展：厚生労働省「平成30年度全国水道関係担当者会議」資料より抜粋 15

水道事業の現状と課題（大阪府域）



大阪府北部地震による水道管の破損被害

出展：大阪広域水道企業団「大阪府北部の地震に係る報告会」資料より抜粋 16

水道事業の現状と課題（大阪府域）



基幹管路とは
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浄水場：水道水
をつくるところ

配水池：水道水を
貯めておくところ

送水管：つくっ
た水道水を配水
池に送る管

配水管：配水池
から給水管まで
水道水を送る管

導水管：水源か
らくんだ水を浄
水場に送る管

高槻市の基幹管路＝
導水管＋送水管＋口径400mm以上の配水管

水源

給水管：配水管
から分岐して水
道水をお客様へ

送る管

水道事業の現状と課題（大阪府域）



技術継承の課題

18出展：大阪府市水道チーム「大阪府域水道の最適化検討について（中間報告）」より抜粋

水道事業の現状と課題（大阪府域）



高槻市（中核市）

大阪市と京都市の中間に
位置する中核市

給水状況（平成29年度）
給水人口…約35万人
給水戸数…約16万戸
給水量 …約3,700万㎥／年
給水収益…約54億円（税抜）

画像出展：Googleマップ
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水道事業の現状と課題（高槻市）



高槻市の水道水源

大冠浄水場（地下水）

川久保浄水場（表流水）

樫田浄水場（表流水）

村野浄水場（淀川）
総給水量の約30%

総給水量の約70%
大阪広域水道企業団の施設
所在地：枚方市
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水道事業の現状と課題（高槻市）
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給水人口は35万人から横ばいで推移しているが、給水量は年々減少

給水人口と給水量の推移

水道事業の現状と課題（高槻市）
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H6.4料金改定
改定率34.15%

H13.12料金改定
消費税未転嫁分2%

H22.10料金改定
改定率△2.3%

H28.10料金改定
改定率2.38%

給水量の減少に伴い、有収水量も減少
有収水量が減少することで水道料金収入も減少

（H6年度70億→H29年度54億）

有収水量（料金収入になる水量）と料金収入の推移

水道事業の現状と課題（高槻市）
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人口減少の加速に伴い、水需要もさらに減少していくことが確定的

高槻市の将来人口の推計

出展：高槻市「高槻市まち・ひと・しごと創生総合戦略」より抜粋

水道事業の現状と課題（高槻市）
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大阪府内各市町村の水道料金（家庭用 20㎥／月 使用時）
順位 市町村名 水道料金（円） 順位 市町村名 水道料金（円）

1 茨木市 1,998 23 交野市 2,762

2 大阪市 2,073 24 高石市 2,793

3 吹田市 2,235 25 四條畷市 2,870

3 枚方市 2,235 26 泉佐野市 2,872

5 貝塚市 2,365 26 島本町 2,872

6 高槻市 2,376 28 河南町 2,883

7 富田林市 2,378 29 藤井寺市 2,910

8 豊中市 2,451 30 河内長野市 2,921

9 堺市 2,484 31 箕面市 2,931

10 守口市 2,525 32 忠岡町 2,991

11 和泉市 2,527 33 門真市 3,002

12 大東市 2,535 34 松原市 3,011

13 東大阪市 2,550 35 田尻町 3,020

14 寝屋川市 2,553 36 泉大津市 3,056

15 池田市 2,602 37 阪南市 3,065

16 岸和田市 2,624 38 太子町 3,132

17 柏原市 2,629 39 泉南市 3,373

18 熊取町 2,650 40 千早赤阪村 3,448

19 大阪狭山市 2,656 41 岬町 3,740

20 羽曳野市 2,694 42 能勢町 4,682

21 八尾市 2,721 43 豊能町 4,816

22 摂津市 2,728 平成30年10月1日時点、税込

（参考）
大阪府内平均
2,831円

水道事業の現状と課題（高槻市）
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昭和30～40年代の人口急増期の
水需要の増加に対応するため水
道を整備
この時期に整備した施設が現
在、更新期を迎えている

給水人口と給水量の推移（事業発足～現在）

水道事業の現状と課題（高槻市）
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大阪府内各市町村の老朽管率（法定耐用年数を超えた管の割合）

府内平均より低いが、今後、更新需要は高まっていく
※現在の計画では平成32年度末に口径75mm以上のCIP（鋳鉄管）については

100%解消することを目標としている

大阪府「平成29年度大阪府の水道の現況」より作成

水道事業の現状と課題（高槻市）
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↑水道管の継手が破損し漏水

↓漏水により道路から水道水が噴出

水道事業の現状と課題（高槻市）
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大阪府内各市町村の基幹管路の耐震適合率

府内平均より高いが、更なる推進が必要（平成29年度時点）
※現在の計画では平成32年度末に耐震適合率52%を目標としている

大阪府「平成29年度大阪府の水道の現況」より作成

水道事業の現状と課題（高槻市）



29

↑台風による倒木により水道管が破損

↓樫田地区では倒木により取水不能に
陥り、一部で約２週間の断水被害が発生

水道事業の現状と課題（高槻市）
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将来必要な更新費用（平成25年度試算時）

平成26年度～65年度の40年間で800億円の更新費が必要

水道事業の現状と課題（高槻市）
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収入、支出ともに長期的に見て減少傾向にあるものの、
平成17年度以降黒字を確保。しかし今後は、収入減と支出増を見込む
※平成26年度に収入、支出が増加しているのは会計制度の見直しによるもの

収益的収支の推移

今後の見通し

支出増

収入減

H6.4料金改定
改定率34.15%

H13.12料金改定
消費税未転嫁分2%

H28.10料金改定
改定率2.38%

会計制度の
見直し

H22.10料金改定
改定率△2.3%

水道事業の現状と課題（高槻市）



32

会計基準見直し（退職給
付引当金の一括計上）に
よる

団塊の世代の退職や組織の代謝などにより職員数は年々減少
臨時職員や業務委託を活用しているが、人材確保と技術継承の課題あり

職員数
平成5年度：204人
平成29年度：96人

平成30年度（参考）：89人

職員数と人件費、委託料の推移

水道事業の現状と課題（高槻市）
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【全国的な課題】
・水需要の減少に伴い料金収入が減少
・人口急増期に敷設した施設の更新需要の増加
・職員数（特に技術職）の減少

【大阪府域、高槻市の状況】
・全国的な課題と同じ課題を抱えている

「建設・拡張の時代」から「維持管理の時代」に完全移行
人口減少の加速（水需要の減少）が確定的な中、
持続可能な水道事業の運営に取り組む必要がある

水道事業の現状と課題まとめ

水道事業の現状と課題（高槻市）


